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11 月例会報告 

                                  

例会担当  丸谷憲二 

 

平成 28 年 11 月 29 日の 11 月例会は、岡崎春樹

会員の米寿記念・特別講演『郷土史研究（吉備国

の古代史）の進め』と、丸谷憲二会員の『熊山遺跡・

熊山霊仙寺と唐招提寺第４代住職 安如法』の発

表がありました。参加者は 19 人でした。 

 

   お元気な岡崎春樹さんの発表 

 

岡崎春樹氏は、長年に渡る「吉備国の古代史

研究への思い」を話されました。打合せのために、

ご自宅を訪問すると、ベッドの横にノートパソコンが

置いてあります。私の知人の中で、パソコンを使用

される最高齢者です。『吉備と邪馬台国』の著書も、

自分でパソコンへ入力し、CD で印刷屋さんです。

私にとって人生の先生です。 

 

丸谷憲二氏は、『熊山遺跡・熊山霊仙寺と唐招

提寺第４代住職 安如法』で、「重要なのが、背景も

含めての類似です。背景も含めての類似はブァン

仏教遺跡のみです。熊山遺跡の謎、全て解読でき

たようです。」と発表されました。平成 29 年 2 月 18

日に岡山大学での第一回歴史研究会サミットで発

表されます。 

 

平成 29 年１月 18 日に、「第一回鹿忍の古代史を

語る会」で、二人で講演しました。 

 

熊山霊仙寺と唐招提寺を結ぶ、

鑑真の樒伝承の再現 

会員 丸谷憲二 

 

1 はじめに 

岡野進氏（熊山遺跡群調査研究会副会長）は、

『熊山遺跡と鑑真和上・秦氏・和気一族のかかわり』

に、地元の伝承を纏められ、「鑑真和上と熊山との

関連した伝承が残っています。伝説として、昔から

香登の人々に語り継がれているのは、「熊山の樒

（シキミ）の良い香りを辿って、大滝山から熊山へと

鑑真和上が登山され、 大滝山福生寺と帝釈山霊

仙寺を建立された。そして、頂上に石積戒壇を設け

られた。」と。麓のお寺で樒のお香を造って、帝に献

上され、喜ばれた帝から、香登と記す地名を賜った。

この縁で唐招提寺の和上御影堂の傍に熊山の樒

の木が植えられている。」と報告しています。 

 

2 熊山の樒 

2.1 自生品説 

① 岡野進説 熊山の樒の良い香りを辿って、大滝

山から熊山へと鑑真和上が登山した。 

② 美術散華保存会説 

鑑真和上が奈良へ航路を進めているとき、備中

岡山の山地に茂る樒の姿を見て、インドの青蓮華

に似ていると指摘した。樒は日本特有の香木である。

『原色日本帰化植物図鑑』に樒は収録されていな

い。自生品・岡野進説が正しい。 

2.2 輸入品説 

明治 19 年新刻の『和漢 真俗仏事編全』巻二供

養部に、「樒供佛に樒の實は本天竺より来れり。本

邦へは鑑真和上の請来なり。其形天竺無熱池の青

蓮華に似たり、故に此を取て佛に供すると云う。供

物義云」と。 

2.3 熊山の樒の採取 

「明治時代、今から 100 年ほど前に、唐招提寺か

ら熊山の樒の送付依頼があった。現在の唐招提寺
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の樒は、その時の樒である。」と、祖父から聞いてい

る。香にすると香りが強いのが、熊山の樒の特徴で

ある。（大瀧山福生寺福寿院 則次春賢住職）。 

  

福寿院の樒 

平成 28 年 11 月 30 日に、大瀧山福生寺福寿院

を訪問し、寺院内に自生している樒を採取しました。

比較のために岡山市東区草ケ部の中西厚氏宅の

樒を 11月 29 日に入手しました。中西厚氏宅の樒の

葉の大きさ62～70mm、熊山の樒は90～97mmです。

一回り大きさが異なります。福寿院の息子さんは、

「何故、寺院内に樒が自生しているのかが、わから

ない。」とのコメントでした。私は、樒が自生している

ところに寺院を建立したと考えます。大瀧山福生寺

福寿院が大瀧山福生寺の本坊でした。 

 

3 樒と香の基礎 

花や葉、実、根、茎にいたるまでの全てが毒成分

を含む。種子にアニサチンなどの有毒物質を含み、

特に果実に多く、食用すると死亡する可能性があり、

樒の実は植物としては唯一、毒物及び劇物取締法

により劇物に指定されている。中国では莽草、日本

では莽草と呼ばれ、生薬名は莽草（ボウソウ）である。

茎、葉、果実は共に一種の香気があり、日本特有

の香木として葉を乾燥させ粉末にして末香・線香・

丸香として使用する。 

 

4 浜村早苗氏の鑑真伝承の樒の 

お香・再現計画 

私が、来年２月 18 日 13 時からが岡山大学で講

演します。その時にお客様に実験結果として、鑑真

のお香の匂いをかいていただきます。 

素人が、再現できるマニュアルもお願いしていま

す。 

① 生の葉っぱの香りの聞き比べをします。 

② 乾燥して、お線香にします。真言宗護摩壇で

焚かれる丸い丸薬状のお香です。 

 

4.1 熊山の樒は香になると本当に香が強いのか 

大瀧山福生寺福寿院 則次春賢住職の「香にす

ると香りが強いのが、熊山の樒の特徴である。」を再

現実験にて確認します。 

4.2 A コープ熊山店の樒表示 

「岡山県はシキビ消費 全国 1 位」とあります。何

故、全国 1 位なのでしょうか。 

 

12 月 3 日に、生の葉っぱを 1.6ｇの分量に切って

香りの聞き比べを致しました。同じ香りです。違いは

ありません。そして、調香部屋にて干しました。乾く

までしばらく時間がかかります。お線香に仕上げる

までには、一ヶ月～二ヶ月ほど必要です。葉っぱの

お線香が一般的であり、樒のお線香を手作りします。

12 月 3 日より自然乾燥開始。左が熊山の樒      

中西厚宅の樒 

トウシキミトウシキミトウシキミトウシキミ    

    

5 樒とお香の文献調査 

牧野富太郎の『原色牧野植物大図鑑』に、「枝か

ら抹香、樹皮から線香をつくり仏壇に供える。」「同

属のトウシキミの実は八角茴香と呼ばれ、香辛料と

して用いられる」とあります。『日本野生植物館』に

は、「葉や樹皮は香りがよく、線香や抹香にされ

る。」とあります。 

 

5.1 トウシキミ 

唐樒、学名：Illicium verum は、中国原産のシキミ

属の常緑高木である。花は赤褐色で果実は香辛料

になる。果実を乾燥させたものはスターアニス、八

角（はっかく）、八角茴香（はっかくういきょう）、ある

いは大茴香（だいういきょう）とも呼ばれる香辛料で
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ある。生薬名は大茴香であり、杜仲と木香とを配合

した思仙散は腰痛に用いる漢方薬である。アニスや

ウイキョウに似た良い香りを放つため、この名があ

る。 

 

5.1.1 八角茴香とは 浜村早苗氏より 

八角茴香とは、お香の大茴香というものです。こ

れはお香の原料としてもポピュラーな香料です。あ

らゆるお香づくりに使います。大茴香は、樒とは全く

異質な香りで別物です。樒の基幹は直径 5 ㎝以上

になるものもあります。この木質を使ったお線香と葉

っぱのお線香では香りが違います。 

 

5.2 青蓮華と樒 

『唐大和上東征

伝』に、「池には青蓮

華があって、華、葉、

茎がそれぞれ馥郁と

香りを放ち、珍しい雰

囲気をつくっていた。」と、青蓮華の記録があります。

鑑真の持参品に、「青蓮華二十茎」とあります。 

青蓮華とは、花の色が仏の姿の特徴である、色

も綺麗な色の譬えとして使われます。香りは強くなく、

よい香りがします。 

 

5.3 「天然シキミ線香」 

「天然シキミ線香」は、奥三河の自然あふれる山々 

や川、澄んだ空気のもとで育てられた香の木（シキミ）の葉を原料とし作られたお線香です。葉の摘み取りか

ら乾燥、粉に至る行程は全て手作業のため手間暇が 

かかり、お線香に仕上がるまでには数ヶ月を要しま 

す。豊雲堂（愛知県北設楽郡豊根村） 

 

 

6 まとめ 

① 麓のお寺で樒のお香を造り帝に献上し、帝から

香登と記す地名を賜ったとの伝説は、鑑真渡来は

754 年であり、香登臣の賜姓は 698 年であり、明治

時代以降の創作てす。 

② 『唐大和上東征伝』のお香は青蓮華であり樒の

記録はありません。熊山の樒は伝説・伝承です。 

③ 美術散華保存会説の鑑真和上が奈良へ航路

を進めているとき、備中岡山の山地に茂る樒の姿を

見て、インドの青蓮華に似ていると指摘したのは、

何処が似ているのでしょうか。 

高野山金剛峯寺の樒について、浜村早苗氏が

11 月 22 日に報告してくれました。樒の葉を 1 枚、

下から少し切って華瓶に挿して供えてあったものが

二つ、樒の葉を 5 枚使って花びらのように広げて供

えてあったものが一つ。それらが左右対象に置かれ

ていました。 

この花びらがインドの青蓮華に似ていると考えま

す。 

④ 浜村早苗氏の樒のお香の完成を待ちます。 

 

7 参考文献 

『原色日本帰化植物図鑑』長田武政 昭和 51 年 保育社 

『原色牧野植物大図鑑 離弁花単子葉植物編』牧野富太郎 

平成 9 年 北隆館 

『生育環境別 日本野生植物館』奥田重俊 1997 小学館 

『日本の野生植物 第 1 巻』大橋広好他 2015 平凡社 

『日本の香り』2005 香老舗 松榮堂 平凡社 

国史大系第二巻『続日本誌』昭和 41 年 吉川弘文館 

『和漢 真俗佛事編全』子登 明治 19 年 東京笹田春英堂

蔵 

 

浜村早苗先生のご紹介 

 お香研究家 薫物屋香楽認定香司 インド旅行を機にお

香を学び、香の故郷エジプトを訪問し香のルーツを学ぶ。 

高校でのお香授業、県内、大阪、京都、横浜、東京、千葉、

茨城、仙台でお香講座、お香講座は、古代文明の香り、世

界４大文明の香りづくり等。和の香り・日本の平安時代、江

戸時代の香りの再現、オリジナルのお香づくり。高級香木の

白檀や沈香と桂皮、丁子、甘松など生薬を調合して、匂ひ

袋、練香、お線香、塗香、防虫香などを作ります。癒やしの

香り、世界のヒーリング用のハーブや樹脂を使ってオリジナ

ル香づくり、アストロジーの香りづくりを致します。・・・本業は

経営コンサルタントです。 
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地名と苗字から歴史を探る 

                       会員 井上秀男 

 

１. 地名から観える渡来文化 

 

  岡山駅から吉備線で服部駅について、鬼ノ城方

面に行くと黒尾部落がある。この周辺は昔の服部郷

で、この地域は服部（はとりべ）という織物の技術者

が居住していた場所といわれている。この黒尾部落

は古名を呉（くれ）と呼ばれていて・呉

く れ

と服部を合わ

せると呉服部（くれはとり）となる。応神３７年に阿知

使主が呉に赴き呉織りの織物工を連れて帰ったとさ

れている。 

 備中にもう一ヶ所呉服部（くれはとり）の村がある。

吉備郡真備町の川辺橋を渡って西へ進んで真備

公園を過ぎると宮の鼻という所に至る。ここは尾崎

（オサキ）部落で黒宮八幡(熊野神社)が鎮座してい

る。さらに西へ進むと呉妹（くれせ）があって、妹

（せ）という部落である。 

この小田川に沿う地域は吉備真備で有名な下道

臣（しもつみちのおみ）の本貫地でもある。昨年１１

月１３日に岡山歴史研究会の秋の探訪会バス旅行

で矢掛方面に行った時に走ったところです。 

この尾崎は古名を呉（くれ）と呼んでいた。黒宮八

幡は呉宮（くれみや）から転化したものと思われる。

明治２１年の町村制の実施によって、呉と妹を合わ

して呉妹郷の古名にちなんで呉妹村になってい

る。 

 

ここで私が気付いたことがある。それは、私の生

まれた土地名についてです。郡名も赤坂郡・磐梨

郡・赤磐郡で現在は赤磐市と変遷をしている。前は

赤磐郡吉井町是里であったが現在は吉井町はなく

て赤磐市是里（これさと）である。この是里について

是（これ）は呉（くれ）が転化して是（これ）になってい

るのではと思うのです。 

私の周辺の地名に黒岩・黒本・黒沢・暮田（くれ

た）と黒の字の付く地名が多いので、黒と呉（くれ）と

の関係があるのではとも思っています。 

呉服部が開拓した土地なのかとも推測している。

是里部落から西方向に高ノ峰（こうのみね）という高

い山が見え、久米郡と赤磐市の境界線といえる山

並みで、その近くに久米郡柵原町定宗（さだむね）

に天台宗本山寺がある。美作地方の寺院の最古の

ものとされている。 

その本山寺から道路を西へ走ると、津山線の弓

削駅に出る。そして国道 53 号線を津山市方面に行

くと久米郡中央町錦織（にしごり）という部落がある。 

 

この錦織は仁徳帝の命で蚕糸、絹の織物の業を

伝えた渡来人の秦豊永（はたのほうえい）が来たと

される。久米郡中央町には織物に関係した地名が

ある。倭文（しどり）蚕を飼うのに桑の木が必要で錦

織の近くに、桑村・桑下・桑上と養蚕に関係する地

名がある。 

私の生家の近くに桑間（くわま）という地名があっ

て、その場所から弥生土器や窯跡も見つかってい

る。私の故郷の是里も織物の技術を持った渡来人

の関係した人達が開拓した土地なのかとも思う。 

 

久米郡久米南町に誕生寺という浄土宗の開祖の

法然上人で有名な寺院である。この法然上人の母

親は秦氏の出自の人で、父は漆間（うるま）氏で漆

間時国という誕生寺の住職は漆間氏と名乗ってお

られる。漆間氏、秦氏の系図が『梅花餘香』の本の

中に載せてあります。 

地名で都窪郡山手村に西郡（にしごり）という地

名があり、明治 21 年の町村制で山手村のできるま

では都窪郡西郡村であった。錦織の変化した地名

で、この地で錦を織っていた集団がいた土地であろ

う。 

          

                     誕生寺 
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２. 阿知の地名について 

 

 倉敷市に阿知（あち）の地名がある。阿知使主（あ

ちのおみ）に由来する。応神二十年に阿知使主

あ ち の お み

が

十七県の人々を率

ひき

いて来帰し大和の檜隈（ひのく

ま）の地に居住したとあり、その後、呉から呉織など

の織物工を連れてきたとされ、阿知使主にゆかりの 

     

             阿智神社山門 

者がこの地に来て土地を開いたので阿知の地名に

なったと思われる。倉敷の鶴形山にある阿智神社

は明治４３年に、所在の神社すべてを合祀した倉敷

の総鎮守で阿知使主が祭神であった。現在の祭神

は宗像三神となっている。 

倉敷の旧菅生（すごう）村あたりは和名鈔には窪

屋郡阿知郷で生坂（いくさか）は近世まで東阿智村

である。倉敷駅から一駅西へ行くと西阿知駅でこの

地には遍照院（へんしょういん）と三重塔があって、

昔からの歴史のある場所である。 

アチの地名は湿地、谷、窪地を指すと辞典にあ

る。生坂（東阿知）村の周辺に水に関係した地名が

ある。生坂から総社市へ向かって行くと峠あたりに

水別（みずわかれ）という地名がある。 

 

旧邑久郡大宮村に上阿知、下阿知の地名がある。

この地名も阿知使主に関係した地名なのか。雄略７

年百済から来た渡来人が奈良の明日香の檜隈の

地に住み着いて、東漢氏（やまとのあや）として結衆

して檜隈の地に彼らの氏寺として桧隈寺を建立し、

東漢氏の祖阿知使主を祭神として於美阿志神社を

建て祭祀されている。この社名は阿知使主にちな

んだ使主（おみ）阿知（あち）が転訛したものとされ

ている。 

注）転訛＝発音が訛って変化したもの 

 

また、於美阿志神社には、石

造層塔の十三重塔が建てられ

ていて、石造美術面から観ても

立派な層塔として評価されてい

る。 

 

於美阿志神社にある十三重塔の石造層塔 

 

 

３. 明治における苗字に関する法令 

明治政府は四民平等を眼目にしたから、士農

工商の身分制度は廃止しなければならなかっ

たそして問題点として百姓、商人に対する苗字

の付与であった。これらに関連する法令は明治

の初めから数回発令されている。 

 

  苗字に関する法令として明治 3 年（1870）平

民が苗字を使用するのを許可する平民苗字許

可令。明治 4 年（1871）戸籍法を発布（壬申

じ ん し ん

戸籍

こ せ き

）である。明治５年（1872）登録済みの氏名

の改氏、改名を禁止、明治 6 年（1873）歴代の

御諱（おんいみな）などを平民が苗字に用いる

ことを許可、明治 8 年（1875）平民も必ず苗字を

称して不詳の者は新たに付けるよう布告する、

平民苗字必称義務令。 

 

  大正 3 年（１９１４）に新戸籍法＝身分登記制

の廃止を公布。昭和 22 年（１９４７）憲法第 24

条に基づき「民法」に規定された「家」制を廃止

する。昭和 26 年（1951）人名用漢字を制定する

苗字に関する法令が以上配布されている。 

 

 壬申戸籍によって住所・氏名・苗字を把握す

ることで税金を徴収するのに便利が良いためで

もあった。そして、明治５年（1872）には「徴兵の

詔

みことのり

」を発布し、同６年に徴兵令を断行する。 

 

 徴兵は大村益次郎や山県有朋などの強行に

とって進められた。これらの法令は結局、政府
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の徴税と徴兵の目的であった。明治8年の苗字

必称義務令が発布された時、長い間、先祖の

姓氏を隠していたもの、江戸時代に公式に苗

字を名乗らなかった人も、この法令が出て届け

を出した者もいた。 

 

今まで名字（苗字）の無かった人たちは、屋

号とか先祖の伝承、居住地の地名とかから、そ

の他色々と考えて苗字をつけたとされている。 

 

４. 地名の変遷 

 

 県内外の史蹟や神社、寺院、城郭、人物などにつ

いて調べる場合には、その調べる土地の文献資料

として、市史・郡誌・町史（誌）村誌等を参照して神

社寺院の所在地、地名を調べてから目的地を訪れ

るのですが、今は市町村の合併によって郡名町名

が消されている地域が多く見受けられる。 

 私の故郷の赤磐市にも町村合併となって赤磐郡

の中に赤坂町、吉井町、瀬戸町、熊山町等の町名

が消えています。今まで発刊されていた郡誌、町史

(誌)等の文献資料を閲覧する場合に、現在の私た

ちの年代では、場所・地名などはある程度は知って

いるが、次の世代の孫達の時代になって吉井町や

山陽町はどこにあった町なのか調べなくてはならな

くなってくる。 

 

 今は市になっているが、史蹟の標示板には吉井

町教育委員会で修正されていない場所も見受けら

れる現状である。町村合併によって過疎化になって

いる地域もある。この様な市町村合併は今さら始ま

ったことではない。明治の頃に政府は地方分権と行

政改革を旗印に市町村の合併を推進してきたので

す。 

 この様な動向は明治 4 年（1871）の廃藩置県後、

明治５年（１８７２）の大区小区制、明治 11 年の郡区

町村編成法などを経て、明治 21 年(1888)4 月 25 日

に市制、町村制が公布され全国的に町村合併が行

われた。 

 明治の大合併、昭和 28 年（1953）に公布された町

村合併促進法と昭和 31 年の新市町村建設促進法

による昭和の大合併に続く地方行政組織の平成の

大合併と言われている。これらの結果として永年、

慣れ親しんだ市町村名が変更され、消滅した地域

もある。 

 昔からその土地に付された地名を手掛かりにして

その土地の歴史を究明したりする上で地名は歴史

学ないしは歴史地理学の研究に重要な役割を果た

してくれる。 

 

５. 苗字と地名について 

 

  我が国の９割近くは地名から発しているとされ、

日本における主要地名は小字（こあざ）まで含める

と 1 千万といわれ、その原形は１００万とされている。  

１００万の地名の中の約一割が地名苗字(地名姓)

に転訛しているとされ『日本の苗字』丹羽基二氏の

監修によると、コンピューターを駆使して１２万の苗

字を収録していて、この１２万の苗字の内、１０万が

地名を負っていて、地名と苗字は密接不可分の関

係であると述べている。 

 

 現在、家の名のことを普通に姓とも氏とも苗字（名

字）ともいっているが、法律的には「氏」という呼称で

統一されている。民法７５０条に「夫婦は婚姻の際に

は定めるところに従い、夫または妻の氏を称する」と

あって、戸籍法では「やむを得ない事由によって氏

を変更する場合は、家庭裁判所の許可を得て、そ

の旨を届出なければならない」とされている。 

 

 この姓・氏・苗字（名字）には歴史的にそれぞれ異

なる意味をもっていて、古代の律令時代に氏姓制

度が生まれ氏（うじ）を単位とする家父長的な氏族

共同体が支配階級を形成する。 

 そして部民（べのたみ）と呼ばれる職業集団が奴

婢（ぬひ）を私有し姓（かばね）と称する家格をもっ

て大和朝廷に任えた。この氏と姓が今、私たちの称

する苗字の基になっているのである。 
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平安時代の弘仁 5 年（814）に編纂された『新撰

姓氏録』には京畿（左右京）山城・大和・摂津・河

内・和泉在住の１１８２姓氏が記載されている。内容

は皇別、神別，諸蕃に分かれていて、奈良時代後

期から姓氏の乱れを正す意味で作られたものであ

る。 

例えばこの時代の現代の京都府の姓氏を取り上

げてみると、額田臣（ぬかたのおみ）大和国山辺郡

額田、今木連（いまのきむらじ）大和国高市郡今木、

栗田阿朝臣（あわたのあそみ）、山城国愛宕郡上粟

田、賀茂県主（かもあがたぬし）、山城国愛宕郡賀

茂というように、皆、発祥地名からの姓氏を名乗って

いる。 

 

 同一先祖から出た血族とそれに従属するものの集

団の「氏」が戸籍に登録されてみだりにその変改を

許されなかった。公式のものであったのに対して

「苗字」は氏族より分かれた家々の名乗った私的な

もので、平安中期以降の武士の勃興によって急激

に増加した。武家は一族繁栄して、支族、分族が新

しい所領地に独立するごとに、そこの地名を冠した

通称を名乗った。 

 

 しかし、その起源は古く初期においては、それを

名乗ったその人だけのものであったが次第に世襲

の家の通称として定着した。苗字はまた名字とも書

き用例としては名字の方がその名字という語も古く

は名前の文字の意味に使われたので、家の名を意

味しなかった。 

 今の日本の家の名は発生的には姓氏系のもの称

号系のものから成り立っていて、俗には姓とも氏とも

苗字とも言っているが、法律的には一律に氏という

ことになっている。 

 

 日本の姓氏には珍しい姓や奇姓、読み難い姓、

朝鮮古代語からきているもの等、色々あってこれら

の解説をしている小辞典『珍名奇名』が出版されて

いる。例えば九十九や白を「つくも」と読む。九十九

は百に一足りないから、次百「つぐもも」と読まれ、そ

れが「つくも」に訛ったものではないかとされる。白を

「つくも」と読むのも同じで百から一を引くと白になる。

九十九歳を白寿としている。文字を書いてみると納

得がいく。久米郡美咲町に「百々」と書いて「どうど

う」と読む地名がある。一般的に読めば「もも」と読ま

れるがおもしろい地名です。 

 

 今まで郡市町村で発刊された郷土史文献の中で、

大字（おおあざ）小字（こあざ）を別の資料として、詳

細にまとめて発刊されている場合もある。その土地

の小さな地名を調べるのに役立つ。地名辞典として

代表的な本としてあげると『大日本地名辞書』吉田

東伍著全八巻があり、図書館で閲覧する場合があ

ります。内容は地名はもとより、その土地の神社、寺

院、城郭等について説明等の資料が含まれている

とても良い地名辞典です。 

 

 行政改革で郡市町村の統廃合によって安易な合

成地名、ひら仮名地名が登場して昔からのその土

地の中に根付いてきた歴史文化、伝統の希薄化が

心配される今日です。地名には古くから現在まで、

その土地で生活してきた人間集団としての営みが

刻まれている。これからも各地の珍しい地名の由緒

について調べてみたく思っています。 

 

  参考文献   ◦ 日本の歴史 ２００４年 吉川弘文館 

             ◦ 歴史と旅 （地名と苗字） 

             ◦ 久米郡誌 

           ◦ 大日本地名辞書（吉田東伍著） 
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連載＝四国八十八ヶ所めぐり連載＝四国八十八ヶ所めぐり連載＝四国八十八ヶ所めぐり連載＝四国八十八ヶ所めぐり    

        「歩き路の旅」「歩き路の旅」「歩き路の旅」「歩き路の旅」        １３１３１３１３    

          会員  樋口俊介 

 

涅槃の道場涅槃の道場涅槃の道場涅槃の道場    香川県（讃岐の国）その１香川県（讃岐の国）その１香川県（讃岐の国）その１香川県（讃岐の国）その１    

６６番（雲辺寺寺）～８８番（大窪寺）合

計２３ヵ寺（香川県） 

 

遍路ころがしの第６６番札所雲辺寺を打て

ば、大師の誕生の地善通寺をはじめ、町の中

の札所が続く。讃岐の平野にたたずむ霊場を

巡れば、結願も近い。。。。    

 

 当日に歩くお寺に関する由来とか伝説等の

内容を分かる範囲で説明と、歩き遍路中の出

来事等を含めて書き、必ず最後まで歩き通し

ます。 

 

第４６回第４６回第４６回第４６回    

平成２４年５月１４日（月） 最高所の札

所雲辺寺「最後の難所」（三角寺下～雲辺寺下） 

  歩き（ウオーキング）遍路  札所１ヵ所 

 約２１ｋｍ 

 

６６番（６６番（６６番（６６番（巨壕山巨壕山巨壕山巨壕山）雲辺寺「うんぺんじ」）雲辺寺「うんぺんじ」）雲辺寺「うんぺんじ」）雲辺寺「うんぺんじ」    

 所在地＝徳島県三好市池田町白地７３６－２ 

 電 話＝０８８３－７４－００６６ 

 

本尊＝千手観音菩薩 

開基＝弘法大師 

宗派＝真言宗御室派 

 

○讃岐の札所であるが、住所は徳島県。以前は

「遍路ころがし」の難所だったが、現在はロー

プウェイを使うと約７分で山頂に行かれる。か

っては学僧が集まる道場として栄えていたそう

で「四国高野」と呼ばれていた。 

◎千手千眼観自在菩薩について 

 千手観音菩薩というのが正式な名前で、それ

ぞれの手に眼を持つ。さまざまな持ち物を手に

して世界の衆生を救済する。 

 

筆者紀行 

 ６時０６分に友達の車で、山幸の駐車場に行

き７時０８分のバスに乗り倉敷を経由して、参

加者４０名と吉本先達、スタッフ２名、運転手

等の合計４４名で、瀬戸中央道に上り児島ＩＣ

等を通過して三島川之江ＩＣで下りて、前回歩

き終えた三角寺下から少し歩いた所にある駐車

場に９時２５分に到着する。 

 本日、お参りは１ヶ寺ですが、最高所（四国

高野）で最後の難所雲辺寺に上がります。 

 吉本先達さんより本日の予定と内容等の説明

を受け、軽く準備運動を行い９時３５分から歩

き始め、番外・椿堂に着きお参りをする。 

 

 

 

再度１０時０１分から歩き始める約２時間位

歩いて、昼食（弁当）は１１時５５分～１２時 

３１分間で済ませて、１２時３５分から歩き始

め途中で３回休憩を取り、１５時１５分ごろに 

大変でしたが、漸くにして６６番（雲辺寺）に 

到着する。 

大きな声で読経、お願い事等を込めてお参り

する。本堂の左側には「おたのみなすのこしか

け」で、ナスの形をした金属製の腰掛けがある。 

番外（椿堂）の説明  椿堂（番外） 

道中の無縁法界等石柱 66 番（雲辺寺） 
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「親の意見とナスビの花は万に一つの徒もな

い」と、ことわざにもある様に「ナス」の花は、

ひとつの無駄もなく実となることからと、「成

す」との語呂から、このなすに腰かけて、願い

事をすると叶うらしい。私もある事を願い座っ

て見た。 

 徳島県と香川県の県境を過ぎ、坂を下ったす

ぐ近くの一言観音で、一言お願してお参りする。 

 

 

 

徳島・香川の県境  雲辺寺の一言観音 

大師堂の右側には、たくさんの五百羅漢像が

立っている。たぶん５００体以上あったと思う。

横たわるお釈迦さまの涅槃像もあった。 

そして、階段をのぼると「毘沙門天展望館」

という建物の上に、１０m の毘沙門天の像が立

っていた。西日本一の高さを誇るそうです。 

 

 

 

 

 

道中の道標と一升水水水水                お釈迦様の涅槃像 

１５時４５分に歩き始め、帰りはロープウェイ

に乗る為に発着所に行き、お土産を買い臨時の

貸し切りで、１６時００分にのり１６時０８分

に着く、歩いて上れば約２時間３０分位ですが、

ロープウェイに乗ると７分位です。 

 下りて本日の目標地の雲辺寺下のバスが待機

している所まで歩き、１６時２１分帰路岡山へ

大野原ＩＣに上り、児島インターを過ぎ瀬戸中

央道の早島インターで下りて倉敷を経由して、

やま幸駐車場に１８時２０分に着き我が家には

１９寺４０分に到着する。 

今日も無事で帰れて有り難う！感謝！ 

なお、本日の歩数は２５．６８１歩でした。 

第４７回 

平成２４年６月１１日（月） 讃岐涅槃の

道場へ入る（雲辺寺下～観音寺） 

  歩き（ウオーキング）遍路  札所３ヵ所 

 約２３ｋｍ 

 

６７番（小松尾山）大興寺「だいこうじ」 

  所在地＝香川県三豊市山本町辻４２０９ 

  電 話＝０８７５－６３－２３４１ 

 

本尊＝薬師如来 

開基＝弘法大師 

宗派＝真言宗善通寺派 

 

○嵯峨帝勅願により弘法大師が開創され、薬師

如来を本尊として刻んで安置した。地元の人々

からは「小松尾寺さん」と呼ばれ、親しまれて

いる寺。山門には、四国一古いと言われている

仁王像が置かれている。 

◎薬師如来について 

 人間の病苦を癒しこころの苦悩、厄を取り除

くなど１２の誓願をあらわす如来で、四国霊場

にはいちばん多く祀られている。 

 

６８番（琴弾山）神恵院「じんねいん」 

  所在地＝香川県観音寺市八幡町１－２－７ 

  電 話＝０８７５－２５－３８７１ 

 

本尊＝阿弥陀如来 

開基＝日証上人 

宗派＝真言宗大覚寺派 

○次の６９番札所「観音寺」も、琴弾山の中腹

の同じ境内の中にある。そのため、６９番札所

と同じ「七宝山」という山号も持っている。日

証上人が、琴弾八幡の別当地として開創。その

後、この地を訪れた弘法大師が阿弥陀如来の尊

像を本尊とした。 
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◎阿弥陀如来について 

 寿命無量、光明無限の仏。絶えることのない

生命力と輝きをもつ。「南無阿弥陀仏」の念仏を

唱える者をすべて極楽へ導く。 

 

６９番（七宝山）観音寺「かんのんじ」 

  所在地＝香川県観音寺市八幡町１－２－７ 

  電 話＝０８７５－６３－２３４１ 

本尊＝聖観音菩薩 

開基＝日証上人 

宗派＝真言宗大覚寺派 

 

○６８番札所「神恵院」とともに、観音寺市内

の中心にある。山門をくぐると朱塗りの本堂が

あり、本尊聖観音を安置した厨子とともに国指

定の需要文化財。弘法大師が聖観音の像を刻み、

観音寺と改名し、霊場として定めた。 

◎聖観音菩薩について 

 広く信仰を集める観音菩薩（観世音菩薩）の

なかで、ふつう観音といえば聖観音を指す。現

世利益の救済を施す菩薩。 

 

筆者紀行 

 今回も先月と同様に、参加者４０名と松本先

達、スタッフ等の合計で４４名で、倉敷を経由

して瀬戸中央道に上り、坂出インターを通過し

て大野原ＩＣで下りて、先月歩き終えた雲辺寺

下に９時１２分に到着する。すぐにロープウェ

イの乗り場まで歩き、９時２０分に乗り雲辺寺

に着き、９時３５分から歩き始め、途中で２回

トイレ休憩等を取り１２時０５分まで歩く。 

近くで停車していたバスにて再度雲辺寺まで

行き昼食をする。昼ごろに歩き終えた所にバス

で戻り、昼からの歩きは１３時０６から始め、 

やっとのことで６７番（大興寺）には１３時

３５分に到着、気持ちを新たにして心を込めて

お参りをする。 

６７番札所「大興寺」。このお寺の仁王門は、

八百屋お七が恋した吉三が、火あぶりになった

お七の菩提寺を弔うために遍路となり、その途

中に寄進したとも伝えられる。なお、仁王像は

運慶作ではないとの事ですが？ 

階段の手前に樹齢約１２００年と言われるカ

ヤの木がある。弘法大師が本尊を安置した時に、

手植えしたものと伝えられている。この寺には

弘法大師がまつられている大師堂以外に、もう

ひとつ「天台大師堂」というお堂がある。 

三鈷の松という、葉が３本ある松葉がつくと

いう松の木がある。箱に入れて松葉を財布に入

れておくとご利益があるそうだ 

 

 

 

 

 

 葉が３本ある松葉を一個だけ頂き、大切に貴重

なものとして保管しています。 

また、何本もの赤い大きなロウソクが立って

いる。これは「七日燈明」と呼ばれる秘法で、

願い事を書いて、祈願するところもある。 

 

 

 

 

 

１４時１１分に次へと歩く、６８番（神恵院）

には１６時２５分に到着する。お参りをする。 

 琴平山の中腹にあり、四国霊場の中で唯一、 

道中の須恵器窯跡群   67 番（大興寺） 

県指定カヤ木の説明 カヤ木の堂々たる姿 

神恵院の山門神恵院の山門神恵院の山門神恵院の山門          68686868 番番番番((((神恵院神恵院神恵院神恵院)))) 


